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※　成果指標及び数値目標は、選定時に設定したものである。

主たる事業所の所在地
（代表団体）

指定管理料

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

千葉市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課

指定管理者名

構成団体
（共同事業体の場合）

公益財団法人　千葉市教育振興財団

千葉県千葉市中央区弁天３丁目７−７

指定期間

選定方法

非公募理由

管理運営費の財源

令和5年4月1日～　令和8年3月31日（３年）

非公募

　本施設の管理運営にあたっては、公平性、安定性等が強く求められるとともに、教育
の専門性を有し、生涯学習センター等の管理運営が良好で、市民に多様で専門的な講座
を実施可能な公益財団法人千葉市教育振興財団が管理運営を行う必要性があるため非公
募とした。

令和５年度　指定管理者年度評価シート

１　公の施設の基本情報

施設名称 千葉市公民館

条例上の設置目的

主催講座の延べ受講者数（展示を除く）

公民館の施設稼働率(用途・利用時間に制約が大きい調理室を除く)

延べ39,000人以上／指定期間最終年度

52.0%以上／指定期間最終年度

市民サービスの向上により、さらに多くの市民に施設を利用してもらうという効果を見
込んでいる。

オンラインを活用した講座数

100講座／指定期間最終年度

２　指定管理者の基本情報

所管課

地域住民の生活文化向上をめざし、市民一人ひとりが豊かな人間性を培い、心豊かなま
ちづくりを進め、「社会が人を育み、人が社会をつくる」という好循環を目指してい
く。

千葉市公民館設置管理条例（昭和４４年千葉市条例第２３号）
第１条　この条例は、社会教育法(昭和２４年法律第２０７号。以下「法」という。)第
２４条の規定に基づき、公民館の設置及び管理に関し必要な事項を定めるものとする。
（参考）
社会教育法（昭和２４年６月１０日法律第２０７号）
第２０条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教
育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、
情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。
第２４条　市町村が公民館を設置しようとするときは、条例で、公民館の設置及び管理
に関する事項を定めなければならない。

地域のニーズに対応した社会教育事業の実施や施設の貸出を行う。
社会教育施設としての機能向上はもちろんのこと、幅広い市民の多様な利用に供する地
域の総合交流拠点として充実を図る。

成果指標※

数値目標※

制度導入により見込まれる
効果
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89.3%

52.0 %以上 48.6 % 93.5%

○年度実績

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定
の数値は括弧書きで表している。

（２）その他利用状況を示す指標

指　標

延べ39,000人以上／指定期
間最終年度

34,815 人
主催講座の延べ受講者数（展示を
除く）

公民館の施設稼働率(用途・利用
時間に制約が大きい調理室を除
く)

オンラインを活用した講座数 100講座／指定期間最終年度 121 講座 121.0%

（１）成果指標に係る数値目標の達成状況

３　管理運営の成果・実績

成果指標 数値目標※ R5年度実績 達成率※
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※「計画」とは、事業年度ごとの事業計画書で定めた計画額を示す。

  「提案」とは、選定時の提案書、事業計画書で指定管理者が提案した見積額を示す。

間接費の配賦基準・算定根拠

公益法人会計基準に則り６つに区分し、本部経費については、従事割合等の配賦基準により各会計に配賦計上。
法人会計に配賦した費用から基本財産、特定資産の運用益等の収益を差し引いた差額を、法人会計以外の５つの会計
へ配賦した額の割合で按分し、法人会計の財源として一般管理費に計上する。

計画 1,436,280 1,354,472 計画－提案 1,286合計

実績 1,420,826 1,376,764 実績－計画 △ 15,454

提案 1,434,994 1,348,476

事務局経費の増減による影響

計画 42,348 41,771 計画－提案 38 事務局経費の増減による影響間接費

実績 42,580 39,961 実績－計画 232

提案 42,310 33,964

計画 計画－提案 0その他事業費

実績 実績－計画 0

提案

計画 209,868 188,920 計画－提案 △ 3,140

機械警備委託落札額との差金

管理清掃業務委託の積算額精査に
より減

委託費

実績 207,638 188,733 実績－計画 △ 2,230

提案 213,008 171,476

光熱水費支出の減

計画 274,868 244,237 計画－提案 △ 1,031管理費

実績 263,810 259,999 実績－計画 △ 11,058

提案 275,899 181,995

法人消費税額、通信運搬費支出等の減

計画 128,935 118,018 計画－提案 3,801 情報誌リニューアルによる印刷製本費の増他事務費

実績 119,131 121,907 実績－計画 △ 9,804

提案 125,134 124,483

人事異動及び一部館への加配

計画 780,261 761,526 計画－提案 1,618 人件費の上昇に伴う増加人件費

実績 787,667 766,164 実績－計画 7,406

提案 778,643 836,558

    イ　支出

（単位：千円）

費　目 R5年度
【参考】
R4年度

計画実績差異・要因分析

差異 主な要因

計画 1,436,280 1,348,472 計画－提案 1,259合計

実績 1,435,406 1,351,249 実績－計画 △ 874

提案 1,435,021 1,348,476

その他収入

実績 6,215 5,521 実績－計画 △ 874 講座内容等の変更により教材費等徴収額が減少

計画 7,089 2,744 計画－提案 0
提案 7,089 2,748

計画 計画－提案 0

差異

利用料金収入

実績 実績－計画 0

提案

1,427,932 1,345,728

1,345,728 実績－計画 0
1,429,191 1,345,728 計画－提案 1,259 人件費上昇に伴う上乗せ

主な要因

計画実績差異・要因分析

指定管理料

実績

計画

提案

1,429,191

（単位：千円）

R5年度
【参考】
R4年度

４　収支状況

費　目

（１）必須業務収支状況

    ア　収入
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【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：成果指標が市設定の数値目標の１２０％以上（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＢとする。）

　Ｂ：成果指標が市設定の数値目標の１０５％以上１２０％未満（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＣとする。）

　Ｃ：成果指標が市設定の数値目標の８５％以上１０５％未満
　Ｄ：成果指標が市設定の数値目標の６０％以８５％未満
　Ｅ：成果指標が市設定の数値目標の６０％未満

主催講座の延べ受講者数（展示を除く）延
べ39,000人以上／指定期間最終年度 Ｃ 主催講座の延べ受講者数（展示を除く）　34,815人

公民館の施設稼働率(用途・利用時間に制
約が大きい調理室を除く)52.0%以上／指定
期間最終年度

Ｃ 施設稼働率実績　48.6%

オンラインを活用した講座数100講座／指
定期間最終年度 Ａ 121講座実施

総支出 1,421,283 1,377,201
収　支 14,123 △ 25,515

0

R5年度 【参考】 R4年度

総収入 1,435,406 1,351,686

△ 25,515

自主事業

収入合計 0 437
支出合計 457 437
収　支 △ 457

５　管理運営状況の評価

（１）管理運営による成果・実績（成果指標の目標達成状況）

評価項目 市の評価 特記事項

利益の還元額

利益還元の内容

（３）収支状況

必須業務

収入合計

支出合計

収　支

1,435,406 1,351,249
1,420,826 1,376,764

14,580

（単位：千円）

合計 実績 457 437

間接費の配賦基準・算定根拠

その他事業費 実績 0 0
間接費 実績 0 0

事業費 実績 0 0
利用料金 実績 0 0

委託費 実績 0 0
使用料 実績 0 0

事務費 実績 247 245
管理費 実績 0 0

（単位：千円）

費　目 R5年度
【参考】
R4年度

人件費 実績 210 192

実績 0 437

（単位：千円）

自主事業収入

その他収入

合計

費　目 R5年度
【参考】
R4年度

実績 0 0
実績 0 437

（２）自主事業収支状況

イ　支出    ア　収入
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Ｃ

【評価の内容】
　Ａ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回るなど、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね管理運営の基準・事業計画書等に定める水準どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：一部、管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、改善の余地がある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

市内業者の育成

市内雇用への配慮

障害者雇用の確保

施設職員の雇用の安定化への配慮

Ｃ

施設の休館や再開に関する情報を迅速かつ
適切にHPで提供した。また、公民館の公式
Xを開設し、講座や自習室に関する情報の
発信を行った。

自主事業の効果的な実施

４　その他

公民館情報誌をリニューアルし、文字を大
きくし、ページ数も増やすことで、より見
やすい誌面とした。連続講座を行い、職員
が講座に積極的に介入することで、サーク
ルの立ち上げ、サークル数増加に貢献し
た。

利用者への支援

利用者意見聴取・自己モニタリング

（３）施設における事業の実施

Ｃ Ｂ

（２）利用者サービスの充実

Ｃ Ｃ

生涯学習センターやさわやかちば県民プラ
ザ等と連携したオンライン講座を実施する
など、事業におけるオンラインの活用を推
進した。

施設の事業の効果的な実施

開館時間・休館日

利用料金設定・減免

利用促進の方策

３　施設の効用の発揮

Ｃ

（２）施設の維持管理業務

施設の保守管理

設備・備品の管理・清掃・警備等

（１）人的組織体制の充実

管理運営の執行体制

必要な専門職員の配置

従業員の能力向上

Ｃ

社会教育主事資格取得の助成や講習への派
遣を行い、新たに3名が資格取得し、32名
となった。また、公民館長研修、職員研修
などを行い、適宜研修等への派遣を行い、
職員の資質向上を図った。また、著作権研
修など新しい研修を取り入れた。

Ｃ Ｃ
通常清掃以外にも、定期的な消毒を行った
り、館内照明のLED化や、修繕などを順次
進め、館内の適切な維持管理に努めた。

（１）幅広い施設利用の確保

Ｃ Ｃ

リスク管理・緊急時対応

２　施設管理能力

市の指定管理料支出の削減 Ｃ

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：選定時の提案額から１０％以上の削減
　Ｂ：選定時の提案額から５％以上１０％未満の削減
　Ｃ：選定時の提案額と同額又は５％未満の削減
　（Ｄ・Ｅ：選定時の提案額を超える支出を行うことはないため、該当なし）
　－：対象外（市の指定管理料支出がない。）

（３）管理運営の履行状況

評価項目 自己評価 市の評価 特記事項

Ｃ 公民館職員向けに防災研修を行ったほか、
AED講習への職員派遣を行った。Ｃ

１　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

市民の平等利用の確保

関係法令等の遵守

（２）市の施設管理経費縮減への寄与

評価項目 市の評価 特記事項
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第１　普段、公民館をどのように利用されているか　（複数回答可）

第２　職員の対応について

（主な利用者意見）

○ 対応が丁寧。

○ 良いコミュニケーションや挨拶がある。

第３　部屋や備品等の状況について

1,970 人

（４）千葉市教育委員会指定管理者選定評価委員会意見を踏まえた対応

意見の内容 意見対象年度 対応・改善の内容

引き続き、運営懇談会、運営審議会での意見や、利用者ア
ンケートなども踏まえて、利用者サービスの向上や社会教
育の推進につながる改善を行って行く。

クラブ・サークル会員として活動 1,497 人

547 人

アンケートの配架・配布

満足 やや満足 やや不満 不満

60.1% 29.1% 2.7% 0.4%

無回答

4.7%

無回答

7.7%

項目

公民館主催の講座・事業への参加

令和4年度

第１　普段、公民館をどのように利用されているか
第２　職員の対応について
第３　部屋や備品等の状況について
第４　公民館の避難所機能について
第５　地域生活で感じている不安や悩み

６　利用者ニーズ・満足度等の把握

（１）指定管理者が行ったアンケート調査

実施内容

調査方法

回答者数

質問項目

公民館に配置されているＡＥＤについて、
有事に備え、職員がすぐに使用できる
ように、日頃から使用方法を職員全体で共
有していただきたい。

令和4年度
千葉市外郭団体連絡協議会主催のAED研修に毎年職員を派
遣している。

引き続き、寄せられた要望や苦情など 、
地域の方が持つ問題意識に留意しながら
運営に努めていただきたい。

結果

77.6% 17.1% 0.5% 0.1%

人数

図書室の利用

町内自治会その他の地域における団体での利用等

自習室の利用 42 人

満足 やや満足 やや不満 不満

426 人

200 人
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（主な利用者意見）

○ きれいに清掃されている。

○ 椅子などの修理を迅速にしてくれた。

第４　公民館の避難所機能について

（１）公民館が避難所に指定されていることを知っていたか。

（２）公民館を避難所として利用したことがあるか。

第５　地域生活で感じている不安やなやみ（複数回答可）

夜間管理職員が勤務時間中に事務室を離れ、階段の
昇降を繰り返し行っており、足音がうるさいとの苦
情があった。

以前にも指摘をいただいていたが、改善されていなかったこと
をお詫びし、改めて当該職員に指導するとともに、派遣元から
も指導を行った。

（２）市・指定管理者に寄せられた主な意見・苦情と対応

主な意見・苦情 指定管理者の対応

公民館の主催講座に申込をしたが当落の結果連絡が
なく、当日行ってみたら受講できないと言われた、
との投書があった。

知っていた 知らなかった

ご不便をおかけしたことについてお詫びし、ご意見があった時
間帯は、公民館敷地内で「千葉市乳がん検診」を行っており、
市民センター利用者以外の車が多く停まっていることを説明し
た。

人数

スマートフォンが使えず、新しい情報やサービスに触れられない 202 人

公民館では窓口でお申込みいただいた際に、当選者にのみ連絡
することを口頭でお伝えしたが、認識にずれがあった。今後は
より一層丁寧かつ明確な説明を心がけるとともに、募集チラシ
にも当落の通知方法について記載するなど、誤解がないよう努
める。

予約時間より30分以上前に来た利用者が、部屋の開
室を求めてきたことに対して、職員が10分前まで待
つようにお願いしたが、原則論をふりかざして待た
せるのはいかがなものかとのご意見があった。

職員が説明し、理解を求めたが怒りが収まらない様子であった
ため、館長の判断により鍵を渡したが、基本的には原則通りの
対応をすることを職員間で共有した。

身近に高齢者世帯や引きこもりの若者など、動静の分からない方がいる 198 人

近隣所とのコミュニケーションが少なく、身近に話相手がいない 180 人

公的サービスが使いづらい（窓口がわからない、書類が多すぎる） 170 人

市民センター利用者から、市民センターの優先駐車
スペースが満車で停められなかったが、公民館利用
者が使用しているのではないかとの指摘、苦情が
あった。

21.3%

項目

結果

特に不安に感じていることや悩みはない 569 人

自治会加入者が減るなど、地域活動への参加者が少ない 463 人

通院や買い物へ行くための交通手段がない（少ない） 330 人

ある ない

1.2% 94.7%

74.3%
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（３）教育委員会事務局指定管理者選定評価委員会の意見

（２）市による評価

総括
評価 Ｃ 所見

【評価の内容】
　Ａ：市が指定管理者に求める水準等を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：市が指定管理者に求める水準等を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。
　Ｄ：管理運営の一部において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、改善の余地のある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営全般において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

７　総括

（１）指定管理者による自己評価

総括
評価 Ｃ 所見

　成果指標の１つであるオンラインを活用した講座は、他施設等との連
携、協力を得ることで初年度で目標を達成することができた。
　新たな成果指標になった延べ受講者数は、講座数が指定管理導入以
降、最も多くなったにもかかわらず目標の達成には至っていない。
　施設の老朽化や利用者の高齢化に伴った施設の修繕、備品の要望も少
なくない。利用者アンケート等も踏まえて、引き続き適切な施設の管
理・運営に努めていく。

市が指定管理に求める水準に則した、良好な管理運営が行われた。

①社会教育事業
成果指標であるオンラインを活用した講座数は、指定管理者１年目にも
かかわらず、目標の100講座に対し、121講座を実施し目標を達成でき
た。
オンライン講座が増えたことにより、公民館直接来館することが難しい
市民に対しても、学習の機会を提供することができた。

②図書室管理運営事業
公民館の講座と連携した企画や本の紹介などを行い、公民館利用者への
図書室利用への促進を行った。
また、様々な年代に向けてのコーナーや期間限定コーナーなどを設置
し、計画的な図書の選定や整備を行い、窓口サービス向上を図った。

③施設管理・維持管理
施設の利便性向上のため、利用者アンケートなどの反映による施設修繕
や設備更新を積極的に実施した。

④自主事業
地産地消・食育の推進への取組みとして、夏休みに小・中学生対象のお
料理教室を実施し、集客に努めた。
幼児向け、高齢者向け、40～50代女性を対象にした講座など幅広い年代
を対象にした講座を行った。
公民館情報誌をリニューアルし、市政だよりに準じた文字の拡大やレイ
アウトの変更、ページ数の拡充を行い、情報提供に努めた。

　市による評価はおおむね妥当であると認める。
　また、指定管理者の財務状況については、安全性・継続性ともに概ね良好であり、特段の問題は見られないことか
ら、倒産・撤退のリスクはないと判断される。
　その他、次の事項を本委員会の意見とする。

ア オンライン講座が目標数を超えて実施されたことは大変評価できる。今後も市民のニーズを的確に捉え、オンラ
イン講座のさらなる充実に努めていただきたい。

イ 多くの公民館で老朽化が進んでいるため、日々のメンテナンスを適切に行っていただきたい。

ウ 公民館に配置されているＡＥＤや消火設備について、引き続き職員に対し研修等を行うとともに、実地訓練及び
日々の設備点検を行い、有事に備えていただきたい。
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